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はじめに
北海道東部地域
・人為的な影響が小さい
・湿原域が点在
　　過去の環境変遷が比較的良い状態で保存

別寒辺牛湿原
　高層湿原ー花粉分析
　低層湿原ー珪藻遺骸による解析
　　　過去年間の変動が明らかになりつつある

　　　　　　本研究
湿原の特徴の有機物の蓄積に着目
高層湿原と低層湿原の土壌試料の有機物量と特性を検討
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測点11で採取した深さ68-123cmの
土壌試料の写真



分析方法
採取した湿原土壌
・真空凍結乾燥後にミルカッターとメノウ乳鉢
　により粉砕
・１Ｍ塩酸で炭酸塩を除去

測定項目
・有機炭素含量(%)
・δ13C(‰)＝［(Rsample/Rstandard)-1］x1000 　
             R=13C/12C 
・δ15N(‰)＝［(Rsample/Rstandard)-1］x1000
              R=15N/14N
・14Cによる年代：1955年を基準にした年代
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Modernトライベツ川流域の
高層湿原縁辺部の低
層湿原は、現在から
約230年以降に現在
の形態に移行。つま
り湿原域の拡大を示
唆している。
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(２つの期間は一定の
蓄積と過程して見積
もり)

1739年樽前a
テフラ



St.11

St.6

St.5

トライベツ川

別寒辺牛川

大別川

尾幌川 チライカリベツ川

厚岸湖厚岸湾

0 10 20 30 40
0

30

60

90

120

150

TOC(%)

De
pt

h 
in

 c
or

e 
(c

m
) St.5

0 10 20 30 400

30

60

90

120

150

TOC (%)

De
pt

h 
in

 c
or

e 
(c

m
) St.11

0 10 20 30 40
0

30

60

90

120

150

St.6

TOC (%)

De
pt

h 
in

 c
or

e 
(c

m
)

別寒辺牛湿原の環境変遷
　　　ー低層湿原域ー

少なくとも現在より
280年前にチライカリ
ベツ川流域に現在の
低層湿原が形成
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海進時に
植生が変化


